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小寺精神分析研究セミナー

ご案内

テーマ

私の一冊

過去二年は、精神分析と他の臨床領域のつ
ながり、そして精神分析技法の現在をテー
マに開催してまいりました。今年は、精神分
析を学ぶ、ということに主題をおいて計画い
たしました。
精神分析の学びには書物との対話が欠かせ
ません。精神分析家・セラピストとしての自
分の形成に大きな影響を受けた本を誰もが
もっています。ここではそのような本を先達
に紹介していただき、それについて概説だ
けでなく、どういうパーソナルなインパクト
があったのか、精神分析訓練において本を
読むことの意義はどんなものか語っていた
だきます。
きっと、新しい気持ちで本を読むことに取
り組んでいただけるはずだと思います。

期日：2019年5月より全10回
　　　午後7時～9時
会場：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
主催：小寺記念精神分析研究財団
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ご注意ください

※都営地下鉄新宿線をご利用のお客様は
　4番出口とA4出口がございますので、
　お間違えのございませんようお気を付け下さい。

TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
  （TKP市ヶ谷ビル内）

TKP市ヶ谷カンファレンスセンター

住所：〒162-0844 東京都新宿区市ヶ谷八幡町8番地
電話：03-5227-6911（事務所直通）

アクセス
・JR「市ヶ谷駅」より　 　　　　　　　 徒歩2分
・東京メトロ南北線・有楽町線「市ヶ谷駅」
 7番出口より 徒歩1分
 4番出口より 徒歩2分
・都営地下鉄新宿線「市ヶ谷駅」
 4番出口より 徒歩2分

精神分析研究セミナー会場案内図

　2019年5月から2020年3月まで精神分析研究セミ
ナーを開催します。
　今回は「私の一冊」というテーマです。
　精神分析を学ぶことは、フロイト以来の多くの精神分
析的思索者の著作を紐解くことを必然的にともないま
す。しかし、昨今の書物離れの傾向は私たちにも影響を
及ぼしています。意外に多くの若い人が基本的な本を読
んでいませんし、読書量も少ない印象があります。
　そこで、日本の精神分析シーンをリードする方々に、
精神分析家・セラピストとしての自分にとって、訓練の
動機付けになった本、あるいは自分の方向性に大きなイ
ンパクトを与えた書物について語っていただきます。そ
れを概説するだけでなく、自分へのパーソナルなインパ
クトを語り、ひいては本を読むことの意義や方法に迫る
講義が期待されます。
　各講師の「一冊」はプログラムに記載しました。
　できたら、その本を入手し、読まれてから参加したら、
もっと面白いと思います。このセミナーが、精神分析の
本を読んでいくことのきっかけになり、豊かな精神分析
著作の森に皆さんを誘うことを期待します。

参加対象： 精神分析に関心があり、臨床実践を行っており、
守秘義務を負うておられる方。

参 加 費 ： 50,000円　欠席の場合も参加費はお返ししま
せん。（分納はありません）

申込期限：2019年5月10日（金）
  申込み多数の場合には、先着順で締め切ります。

申込方法： 申込書に必要事項を記入の上、締切日までに
Eメール、FAX、または郵便でお送りください。
参加の可否については、受付後順次申込書記載
のEメールまたは葉書にてご連絡します。

申 込 先 ：〒160-0004
　　　　　東京都新宿区四谷3-4　SCビル6階
　　　　　小寺記念精神分析研究財団　事務局
　　　　　FAX：03-3350-9749
　　　　　Email：kodera.kt@nifty.com

精神分析研究セミナー2019年度



2019 年度   小寺精神分析研究セミナー
日程 講師 討論者 私の一冊

2019 5月18日 
（第３土曜日） 北山 修 西 見奈子 新潮日本古典集成『古事記』（とくにイザナキ・イザナミ神話）　西宮一民校注　新潮出版社

6月15日 
（第３土曜日） 富樫 公一 吉村 聡

Beebe, B. & Lachmann M.F. (2002). Infant Research and Adult Treatment: Co-constructing 
Interactions. Hillsdale, NJ: Analytic Press. 
富樫公一（監訳）乳児研究と成人の精神分析　誠信書房，2008．

7月20日 
（第３土曜日） 妙木 浩之 藤内 栄太

ウィニコット（1977）『ピグル ─ ある少女の精神分析的治療の記録』妙木浩之ら訳、金剛出版、2015年
Winnicott, D.W. (1977) The Piggle. An Account of the Psychoanalytic Treatment of a Little 
Girl. London: Hogarth Press

9月21日 
（第３土曜日） 木部 則雄 奥寺 崇

Selma Fraiberg: Ghosts in the Nursery (Journal of the American Academy of Child & 
Adorescent Psychiatry Summer 1975 Volume 14, Issue 3)
「母子臨床の精神力動」  8章　赤ちゃん部屋のおばけ　木部則雄監訳、岩崎学術出版社

10月12日 
（第2土曜日） 岡田 暁宜 池田 政俊

Fred Pine (1990) Drive, Ego, Object, and Self: A Synthesis for Clinical Work. New York: 
Basic Books.
［川畑直人監訳（2003）欲動、自我、対象、自己 ─ 精神分析理論の臨床的総合、創元社］：
第1章　一人の人間をとらえる複数の視点

11月16日 
（第３土曜日） 藤山 直樹 小林 要二 Ogden, TH: The Matrix of the mind. Aronson, 1984

狩野力八郎監訳、藤山訳「こころのマトリックス」岩崎学術出版社、1996

12月21日 
（第３土曜日） 権 成鉉 相田 信男

Heinrich Racker (1968)  Transference and Countertransference (Maresfield Library)
転移と逆転移（1982年）（現代精神分析双書〈第2期 第9巻〉）H.ラッカー（著），坂口信貴（翻訳）　
岩崎学術出版社　第5章、第6章

2020 1月18日 
（第３土曜日） 吾妻 壮 白波瀬 丈一郎 『フロイト　その自我の軌跡』　NHKブックス　No.179

2月15日 
（第３土曜日） 十川 幸司 池田 暁史 Lacan, J: Ecrits,1966　

入手可能なのものとして『精神分析における話と言語活動の機能と領野』（新宮一成訳、弘文堂）

3月21日 
（第３土曜日） 松木 邦裕 岡野 憲一郎

「精神分析入門」宮城音弥著　岩波新書　青版
付随参考文献：Bion, W. 1967: Second Thoughts. Heinemann. London 
中川慎一郎訳　再考：精神病の精神分析論の中の「考えることに関する理論」と「解説」   

※印の本は、演者が指定する一部の部分のコピーを受講者にＰＤＦなどでお送りいたします。
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※

※
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                                      NO．         

2019年度 
（2019年 5月～2020年 3月） 

精神分析研究セミナー参加申込書 

参加申込書は、Eメール、FAXまたは郵便にてお送りください。 
※Eメールの場合は、件名「小寺セミナー」として、本文に下記必要事項をご記

入下さい。E-mail：kodera.kt@nifty.com 

 
〒160-0004  東京都新宿区四谷 3-4 SCビル 6階 

              小寺記念精神分析研究財団事務局 

FAX（03）－3350－9749 

申込締め切り 5月 10日（金）            申込   月   日 

フ  リ  ガ  ナ 

氏       名 
 男 ・ 女（19  年生） 

勤   務  先 
 

 

所       属 
 

 
職種 経験   年 

連 絡 先 住 所 

自 宅・勤 務 先 

（どちらかに○で囲んでください。） 

〒 

電 話・F A X 

自 宅・勤 務 先 
電話 FAX 

 臨床心理士資格  有り（登録番号        号） ・  無い 

 通年精神分析研究セミナー（土）に参加したこと   有り   ・   無い 

 Eメールアドレス   

先着順に受け付けます。参加の可否については、受付後順次連絡先メールまたはハガキ

にて連絡いたします。 定員になりしだい締め切ります。振込み先はその際にご案内し

ます。 

本セミナーをどのようにして知りましたか？該当する箇所に〇を付けて下さい。 

郵便・ホームページ・メール・知人の紹介・その他（             ） 

※記載いただいた個人情報は、セミナーのご連絡及びご案内のみに使用いたします。 


